
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有隔膜電解槽 と、有隔膜電解槽 内の隔膜 にて隔てられた

内に塩化ナトリウムを供給
する塩水供給槽 と、電気分解に供される浴槽水 を浴槽 から有隔膜電
解槽 に供給し、有隔膜電解槽 にて電気分解により生成するアルカリ性イオン
水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を 浴槽 に供給する
と共に他方のイオン水を 浴槽 外に排出する浴槽水の流路と
、この浴槽水の流路に水流を発生させる循環ポンプ とを具備し

ことを特徴とする浴槽水の
水質改変装置。
【請求項２】
　 有隔膜電解槽 における電気分解の進行中に、有隔膜
電解槽 にて電気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方
のイオン水を 連続的に浴槽 に供給し、有隔膜電解槽
における電気分解の終了後に他方のイオン水を 浴槽 外に排
出する浴槽水の流路を具備し
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（２） （２） （４５） 第一電極
室（２ａ）と第二電極室（２ｂ）のうちの第二電極室（２ｂ）

（４） （３１） （１）
（２） （２）

第一電極室（２ａ）から （１）
第二電極室（２ｂ）から （１）

（５） 、循環ポンプ（５）
は電解導入路（１２）、電解槽路（３０）を経由し、第一電極室路（１４）及び第二電極
室路（１５）に分岐して第一電極室（２ａ）と第二電極室（２ｂ）にそれぞれ接続され、
塩水供給槽（４）は電解導入路（１２）から分岐した塩水槽路（１３）に接続され更に塩
供給路（１７）を経て第二電極室路（１５）に接続されている

開閉弁を開閉することにより （２）
（２）

第一電極室（２ａ）から （１） （２）
第二電極室（２ｂ）から （１）

、前記開閉弁として、塩水槽路（１３）の流通を開閉する開



ことを特徴とする請求項１に記載の浴槽水の水質改変装置。
【請求項３】
　有隔膜電解槽 と、有隔膜電解槽 内の隔膜 にて隔てられた

両方の電 室内に塩化ナトリウムを供給する塩水供給
槽 と、 電気分解に供される浴槽水 を浴槽

から有隔膜電解槽 に供給し、有隔膜電解槽 における電気分解終了後に、有
隔膜電解槽 にて電気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち
の一方のイオン水を 浴槽 に供給すると共に他方のイオン水
を 浴槽 外に排出する浴槽水の流路と、この浴槽水の流路に
水流を発生させる循環ポンプ とを具備し

ことを特徴とする浴槽水の水質改変装置。
【請求項４】
　 有隔膜電解槽 にて電気分解により生成するアルカリ
性イオン水と酸性イオン水のうちのアルカリ性イオン水を浴槽 に供給すると共に酸
性イオン水を浴槽 外に排出する動作と、電気分解により生成するアルカリ性イオン
水と酸性イオン水の両方を浴槽 に供給する動作とを一回ずつ交互に行うか、あるい
は一方の動作を複数回行うのに対して他方の動作を一回行うものであ

ことを特徴
とする請求項１乃至３のいずれかに記載の浴槽水の水質改変装置。
【請求項５】
　表面が白金－イリジウム混合物にて形成された白金－イリジウム混合物電極 を
有する第一電 室 及び表面が白金にて形成された白金電極 を有する第二
電 室 が設けられた有隔膜電解槽 と、 白金－
イリジウム混合物電極 を陰極、白金電極 を陽極として電気分解を行った
ときに有隔膜電解槽 にて生成されるアルカリ性イオン水を浴槽 に供給すると
共に酸性イオン水を浴槽 外に排出し、白金電極 を陰極、白金－イリジウム
混合物電極 を陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽 にて生成さ
れるアルカリ性イオン水と酸性イオン水の両方を浴槽 に供給する浴槽水の流路を具
備し

ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の浴槽水の水質改変装置。
【請求項６】
　表面が白金－イリジウム混合物にて形成された白金－イリジウム混合物電極 を
有する第一電 室 及び表面が白金にて形成された白金電極 を有する第二
電 室 が設けられた有隔膜電解槽 と、 白金－
イリジウム混合物電極 を陰極、白金電極 を陽極として電気分解を行った
ときに有隔膜電解槽 にて生成されるアルカリ性イオン水を浴槽 に供給すると
共に酸性イオン水を浴槽 外に排出し、白金電極 を陰極、白金－イリジウム
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閉弁と、第二電極室路（１５）における塩供給路（１７）の接続位置よりも上流側の流通
を開閉する開閉弁と、イオン水を第二電極室（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する流路を
開閉する開閉弁とを備える

（２） （２） （４５） 第一電極
室（２ａ）と第二電極室（２ｂ）の 極

（４） 開閉弁を開閉することにより （３１） （１
） （２） （２）

（２）
第一電極室（２ａ）から （１）

第二電極室（２ｂ）から （１）
（５） 、循環ポンプ（５）は電解導入路（１２）

、電解槽路（３０）を経由し、第一電極室路（１４）及び第二電極室路（１５）に分岐し
て第一電極室（２ａ）と第二電極室（２ｂ）にそれぞれ接続され、塩水供給槽（４）は電
解導入路（１２）から分岐した塩水槽路（１３）に接続され更に塩供給路（１７）を経て
電解槽路（３０）に接続されるものであり、且つ前記開閉弁として塩水槽路（１３）の流
通を開閉する開閉弁と、塩供給路（１７）との接続位置よりも上流側における電解槽路（
３０）の流通を開閉する開閉弁とを備える

開閉弁を開閉することにより （２）
（１）

（１）
（１）

り、イオン水を第一
電極室（２ａ）から浴槽（１）に供給する流路とイオン水を第二電極室（２ｂ）から浴槽
（１）外に排出する流路とがイオン水バイパス路（２４）にて接続されており、且つ前記
開閉弁として、イオン水を第二電極室（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する流路を開閉す
る開閉弁と、イオン水バイパス路（２４）の流通を開閉する開閉弁とを備える

（３ａ）
極 （２ａ） （３ｂ）

極 （２ｂ） （２） 開閉弁を開閉することにより
（３ａ） （３ａ）

（１） （１）
（１） （３ｂ）

（３ａ） （２）
（１）

、イオン水を第一電極室（２ａ）から浴槽（１）に供給する流路とイオン水を第二電
極室（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する流路とがイオン水バイパス路（２４）にて接続
されており、且つ前記開閉弁として、イオン水を第二電極室（２ｂ）から浴槽（１）外に
排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路（２４）の流通を開閉する開閉弁
とを備える

（３ａ）
極 （２ａ） （３ｂ）

極 （２ｂ） （２） 開閉弁を開閉することにより
（３ａ） （３ｂ）

（２） （１）
（１） （３ｂ）



混合物電極 を陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽 にて生成さ
れるアルカリ性イオン水を浴槽 外に排出すると共に酸性イオン水を浴槽 に供
給する浴槽水の流路を具備し

ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の浴槽水
の水質改変装置。
【請求項７】
　

有隔膜電解槽
にて生成されるアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を

浴槽 に供給すると共に 他方の
イオン水を浴槽水にて希釈した後に浴槽 外に排出する浴槽水の流路を具備して成る
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の浴槽水の水質改変装置。
【請求項８】
　浴槽水 を浄化する濾過槽 と、

濾過槽 に濾過槽
の洗浄用水として浴槽水 を 供給し、有隔膜電解槽

にて生成されるアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を
浴槽 に供給すると共に 他方のイ

オン水を 濾過槽 の洗浄後の浴槽水 に
て希釈した後に浴槽 外に排出する浴槽水の流路を具備して成ることを特徴とする請
求項１乃至７のいずれかに記載の浴槽水の改変装置。
【請求項９】
　浴槽水 を浄化する濾過槽 を具備し

ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の浴槽水の水質改変装置。
【請求項１０】
　濾過膜 として中空糸膜を備える濾過槽

濾過槽
に濾過槽 の洗浄用水として有隔膜電解槽 にて生成

された酸性イオン水を供給する浴槽水の流 具備して成ることを特徴とする請求項９に
記載の浴槽水の水質改変装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、浴槽水のｐＨを調整する浴槽水の水質改変装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
浴槽内の温水を電気分解して循環させ、酸性イオン水の有する温水を殺菌する効果やアス
トリンゼン効果、あるいはアルカリ性イオン水が有するトリートメント効果を享受するた
めの装置は、従来種々のものが提案されており、例えば特開平４－３１２４６１号公報に
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（３ａ） （２）
（１） （１）

、イオン水を第一電極室（２ａ）から浴槽（１）に供給する
流路とイオン水を第二電極室（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する流路とがイオン水バイ
パス路（２４）にて接続され、且つ前記開閉弁として、イオン水を第二電極室（２ｂ）か
ら浴槽（１）外に排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路（２４）の流通
を開閉する開閉弁とを備える

電解導入路（１２）の途中から分岐する浴槽水バイパス路（２０）がイオン水を第二電
極室（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する流路に接続され、且つ開閉弁として浴槽水バイ
パス路（２０）の流通を開閉するものを備え、前記開閉弁が開状態の場合に
（２） 第一電
極室（２ａ）から （１） 第二電極室（２ｂ）にて生成される

（１）

（３１） （７） 濾過槽（７）の上流側が電解導入路（１２
）の途中から分岐する濾過流路（２７）にて接続され、濾過槽（７）の下流側が濾過水路
（２５）にてイオン水を第一電極室（２ａ）から浴槽（１）に供給する流路に接続され、
濾過槽（７）の洗浄水排出口（７ｂ）が洗浄水排出路（２３）にてイオン水を第二電極室
（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する流路に接続され、且つ開閉弁として洗浄水排出路（
２３）の流通を開閉するものを備え、前記開閉弁が開状態の場合に （７）
（７） （３１） 濾過流路（２７）から （
２） 第一電極
室（２ａ）から （１） 第二電極室（２ｂ）にて生成される

洗浄水排出口（７ｂ）から排出される （７） （３１）
（１）

（３１） （７） 、濾過槽（７）の上流側が電解導入路
（１２）の途中から分岐する濾過流路（２７）にて接続され、濾過槽（７）の下流側が濾
過水路（２５）にてイオン水を第一電極室（２ａ）から浴槽（１）に供給する流路に接続
されている

（４６） （７）を具備すると共に、イオン水を第
二電極室（２ｂ）から浴槽（１）外に排出する浴槽水の流路が、濾過流路（２７）に接続
された後に濾過槽（７）の洗浄水排出口（７ｂ）から浴槽（１）外に導出され、 （
７） （７） （２）の第二電極室（２ｂ）

路を



開示されているものがある。この公報に開示されている装置においては、浴槽の温水を加
熱保温する保温手段と、水を電気分解して酸性イオン水とアルカリ性イオン水とを生成す
る電気分解手段とを備えており、酸性イオン水とアルカリ性イオン水とを適宜浴槽内に還
流できるようにしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしこのような従来技術においては、下記のような問題があった。
（１）　電気伝導度の低い浴槽水を電気分解しているため、電気分解に必要な電流を流す
ためには電極間に高い電圧を印可しなければならず、電力コストが高いものであった。
（２）　浴槽に送り込まれないイオン水は、浴槽外に連続的に排出されるため、排水量が
多くなり、浴槽水の減少が激しいものであった。
（３）　アルカリ性イオン水を浴槽に供給している間は、アルカリ性イオン水には塩素が
含まれないため、浴槽の湯を殺菌することができず、衛生上問題があった。
（４）　酸性イオン水を排水する場合、この酸性イオン水中の有害で有臭の塩素ガスが気
化し、雰囲気中に放出されるという問題があった。
【０００４】
本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、上記課題を解決することができる浴槽水
の水質改変装置を提供することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】

内の隔膜４５にて隔てられた 内
に塩化ナトリウムを供給する塩水供給槽４と、電気分解に供される浴槽水３１を浴槽１か
ら有隔膜電解槽２に供給し、有隔膜電解槽２にて電気分解により生成するアルカリ性イオ
ン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を 浴槽１に供給すると共に
他方のイオン水を 浴槽 外に排出する浴槽水の流路と、この浴槽水の
流路に水流を発生させる循環ポンプ５とを具備し

ことを特徴
とするものである。
【０００６】
　また本発明の請求項２に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１の構成に加えて、

有隔膜電解槽２における電気分解の進行中に、有隔膜電解槽２に
て電気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を

連続的に浴槽１に供給し、有隔膜電解槽２における電気分解の終了後に
他方のイオン水を 浴槽１外に排出する浴槽水の流路を具備し

ことを特徴とするものである。
【０００７】
　また本発明の請求項３に係る浴槽水の水質改変装置は、有隔膜電解槽２と、有隔膜電解
槽２内の隔膜４５にて隔てられた 両方の電 室内に塩
化ナトリウムを供給する塩水供給槽４と、 電気分解に供され
る浴槽水３１を浴槽１から有隔膜電解槽２に供給し、有隔膜電解槽２における電気分解終
了後に、有隔膜電解槽２にて電気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水
のうちの一方のイオン水を 浴槽１に供給すると共に他方のイオン水を

浴槽１外に排出する浴槽水の流路と、この浴槽水の流路に水流を発生
させる循環ポンプ５とを具備し
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　本発明の請求項１に係る浴槽水の水質改変装置は、有隔膜電解槽２と、有隔膜電解槽２
第一電極室２ａと第二電極室２ｂのうちの第二電極室２ｂ

第一電極室２ａから
第二電極室２ｂから １

、循環ポンプ５は電解導入路１２、電解
槽路３０を経由し、第一電極室路１４及び第二電極室路１５に分岐して第一電極室２ａと
第二電極室２ｂにそれぞれ接続され、塩水供給槽４は電解導入路１２から分岐した塩水槽
路１３に接続され更に塩供給路１７を経て第二電極室路１５に接続されている

開閉
弁を開閉することにより

第
一電極室２ａから

第二電極室２ｂから 、前記開
閉弁として、塩水槽路１３の流通を開閉する開閉弁と、第二電極室路１５における塩供給
路１７の接続位置よりも上流側の流通を開閉する開閉弁と、イオン水を第二電極室２ｂか
ら浴槽１外に排出する流路を開閉する開閉弁とを備える

第一電極室２ａと第二電極室２ｂの 極
開閉弁を開閉することにより

第一電極室２ａから
第二電極室２ｂから

、循環ポンプ５は電解導入路１２、電解槽路３０を経由し
、第一電極室路１４及び第二電極室路１５に分岐して第一電極室２ａと第二電極室２ｂに



ことを特徴とするものである。
【０００８】
　また本発明の請求項４に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至３のいずれかの構
成に加えて、 有隔膜電解槽２にて電気分解により生成するア
ルカリ性イオン水と酸性イオン水のうちのアルカリ性イオン水を浴槽１に供給すると共に
酸性イオン水を浴槽１外に排出する動作と、電気分解により生成するアルカリ性イオン水
と酸性イオン水の両方を浴槽１に供給する動作とを一回ずつ交互に行うか、あるいは一方
の動作を複数回行うのに対して他方の動作を一回行うものであ

ことを特徴とするものである。
【０００９】
　また本発明の請求項５に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至４のいずれかの構
成に加えて、表面が白金－イリジウム混合物にて形成された白金－イリジウム混合物電極
３ａを有する第一電 室２ａ及び表面が白金にて形成された白金電極３ｂを有する第二電

室２ｂが設けられた有隔膜電解槽２と、 白金－イリジウム
混合物電極３ａを陰極、白金電極３ａを陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽
１にて生成されるアルカリ性イオン水を浴槽１に供給すると共に酸性イオン水を浴槽１外
に排出し、白金電極３ｂを陰極、白金－イリジウム混合物電極３ａを陽極として電気分解
を行ったときに有隔膜電解槽２にて生成されるアルカリ性イオン水と酸性イオン水の両方
を浴槽１に供給する浴槽水の流路を具備し

ことを特徴とするものである。
【００１０】
　また本発明の請求項６に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至５のいずれかの構
成に加えて、表面が白金－イリジウム混合物にて形成された白金－イリジウム混合物電極
３ａを有する第一電 室２ａ及び表面が白金にて形成された白金電極３ｂを有する第二電

室２ｂが設けられた有隔膜電解槽２と、 白金－イリジウム
混合物電極３ａを陰極、白金電極３ｂを陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽
２にて生成されるアルカリ性イオン水を浴槽１に供給すると共に酸性イオン水を浴槽１外
に排出し、白金電極３ｂを陰極、白金－イリジウム混合物電極３ａを陽極として電気分解
を行ったときに有隔膜電解槽２にて生成されるアルカリ性イオン水を浴槽１外に排出する
と共に酸性イオン水を浴槽１に供給する浴槽水の流路を具備し

ことを特徴とするものである。
【００１１】
　また本発明の請求項７に係る水質改変装置は、請求項１乃至６のいずれかの構成に加え
て、

有隔膜電解槽２にて生成されるア
ルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を 浴槽１に供
給すると共に 他方のイオン水を浴槽水にて希釈した後に浴
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それぞれ接続され、塩水供給槽４は電解導入路１２から分岐した塩水槽路１３に接続され
更に塩供給路１７を経て電解槽路３０に接続されるものであり、且つ前記開閉弁として塩
水槽路１３の流通を開閉する開閉弁と、塩供給路１７との接続位置よりも上流側における
電解槽路３０の流通を開閉する開閉弁とを備える

開閉弁を開閉することにより

り、イオン水を第一電極室
２ａから浴槽１に供給する流路とイオン水を第二電極室２ｂから浴槽１外に排出する流路
とがイオン水バイパス路２４にて接続されており、且つ前記開閉弁として、イオン水を第
二電極室２ｂから浴槽１外に排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路２４
の流通を開閉する開閉弁とを備える

極
極 開閉弁を開閉することにより

、イオン水を第一電極室２ａから浴槽１に供給
する流路とイオン水を第二電極室２ｂから浴槽１外に排出する流路とがイオン水バイパス
路２４にて接続されており、且つ前記開閉弁として、イオン水を第二電極室２ｂから浴槽
１外に排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路２４の流通を開閉する開閉
弁とを備える

極
極 開閉弁を開閉することにより

、イオン水を第一電極室２
ａから浴槽１に供給する流路とイオン水を第二電極室２ｂから浴槽１外に排出する流路と
がイオン水バイパス路２４にて接続され、且つ前記開閉弁として、イオン水を第二電極室
２ｂから浴槽１外に排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路２４の流通を
開閉する開閉弁とを備える

電解導入路１２の途中から分岐する浴槽水バイパス路２０がイオン水を第二電極室２
ｂから浴槽１外に排出する流路に接続され、且つ開閉弁として浴槽水バイパス路２０の流
通を開閉するものを備え、前記開閉弁が開状態の場合に

第一電極室２ａから
第二電極室２ｂにて生成される



槽１外に排出する浴槽水の流路を具備して成ることを特徴とするものである。
【００１２】
　また本発明の請求項８に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至７のいずれかの構
成に加えて、浴槽水３１を浄化する濾過槽７と、

濾過槽７に濾過槽７の洗浄用水として浴槽水３１を 供給し、
有隔膜電解槽２にて生成されるアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水
を 浴槽１に供給すると共に 他方のイオ
ン水を 濾過槽７の洗浄後の浴槽水３１にて希釈した後に
浴槽１外に排出する浴槽水の流路を具備して成ることを特徴とするものである。
【００１３】
　また本発明の請求項９に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至８のいずれかの構
成に加えて、浴槽水３１を浄化する濾過槽７を具備し

ことを特徴とする
ものである。
【００１４】
　また本発明の請求項１０に係る水質改変装置は、請求項９の構成に加えて、濾過膜４６
として中空糸膜を備える濾過槽７

濾過槽７に濾過槽７の洗浄用水として有隔膜電解槽２
にて生成された酸性イオン水を供給する浴槽水の流 具備して成ることを

特徴とするものである。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を説明する。
【００１６】
図１に本発明に係る浴槽水の水質改変装置の一例を示す。この浴槽水の水質改変装置には
、後述する浴槽水３１の流路に水流を発生させて流路中の浴槽水を移送する循環ポンプ５
、有隔膜電解槽２及び内部に塩化ナトリウムが収容されている塩水供給槽４が配設されて
いる。ここで有隔膜電解槽２は内部に隔膜４５で隔てられた第一電極室２ａと第二電極室
２ｂが設けられ、この第一電極室２ａと第二電極室２ｂにはそれぞれ不溶性電極板３が配
設されている。第一電極室２ａに配設されている不溶性電極板３は、基材がチタン、表面
の電解面が白金－イリジウム混合物で形成された白金－イリジウム混合電極３ａである。
また第二電極室２ｂに配設されている不溶性電極板３は、基材がチタン、表面の電解面が
白金で形成された白金電極３ｂである。また塩水供給槽４は、二重円筒構造を有し、内側
の筒体である内筒４ａに塩化ナトリウムを収納するようになっている。この内筒４ａは上
面が開口すると共に、側面が格子状に開口し、この開口部をメッシュにて覆っている。一
方、外側の筒体である外筒４ｂは、蓋体４ｃが設けられており、蓋体４ｃを開くことによ
り、内部に内筒４ａを収容し、あるいは脱離できる。塩水供給槽４に接続される流路のう
ち、塩水供給槽４に浴槽水３１等を供給する流路はこの外筒４ｂ内に、外筒４ｂの下部に
設けられた流入口４ｄにて接続され、流路から外筒４ｂ内に浴槽水３１等が供給されると
、内筒４ａ内の塩化ナトリウムがこの浴槽水３１等に溶解して塩水が生成される。塩水供
給槽４にて生成された塩水を導出する流路はこの外筒４ｂに、外筒４ｂの上部に設けられ
た流出口４ｅにて接続される。
【００１７】
また更に浴槽水３１が通る流路、及びこれらの流路の流通を開閉する、電磁弁等からなる
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濾過槽７の上流側が電解導入路１２の途
中から分岐する濾過流路２７にて接続され、濾過槽７の下流側が濾過水路２５にてイオン
水を第一電極室２ａから浴槽１に供給する流路に接続され、濾過槽７の洗浄水排出口７ｂ
が洗浄水排出路２３にてイオン水を第二電極室２ｂから浴槽１外に排出する流路に接続さ
れ、且つ開閉弁として洗浄水排出路２３の流通を開閉するものを備え、前記開閉弁が開状
態の場合に 濾過流路２７から

第一電極室２ａから 第二電極室２ｂにて生成される
洗浄水排出口７ｂから排出される

、濾過槽７の上流側が電解導入路１
２の途中から分岐する濾過流路２７にて接続され、濾過槽７の下流側が濾過水路２５にて
イオン水を第一電極室２ａから浴槽１に供給する流路に接続されている

を具備すると共に、イオン水を第二電極室２ｂから浴槽
１外に排出する浴槽水の流路が、濾過流路２７に接続された後に濾過槽７の洗浄水排出口
７ｂから浴槽１外に導出され、 の第
二電極室２ｂ 路を



開閉弁が配設されている。ここでいう浴槽水３１には、浴槽水３１に塩化ナトリウムを溶
解して得られる塩水、並びにこの塩水や浴槽水３１を電気分解して得られる酸性イオン水
やアルカリ性イオン水が含まれる。
【００１８】
浴槽水３１が通る流路のうち、流入路１１は上流側が浴槽１中の浴槽水３１に配設されて
、その上流側の端部が流入口４３として開口しており、下流側が循環ポンプ５に接続され
ている。電解導入路１２は上流側が循環ポンプ５に接続され、下流側において塩水槽路１
３と電解槽路３０に分岐している。塩水槽路１３の下流側は塩水供給槽４の流入口４ｄに
接続されている。電解槽路３０の下流側は第一電極室路１４と第二電極室路１５に分岐さ
れ、第一電極室路１４の下流側は有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに、第二電極室路１５
の下流側は有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂにそれぞれ接続されている。第一電極室導出
路２２の上流側は有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに接続され、下流側は流出路１６の上
流側に接続されている。流出路１６の下流側は浴槽１内の浴槽水３１に接続され、下流側
の端部は流出口４４として開口されている。また塩供給路１７は上流側が塩水供給槽４の
流出口４ｅに接続され、下流側は第二電極室路１５の流路の途中に、第二電極室路１５と
合流するように接続されている。第二電極室導出路２１の上流側は有隔膜電解槽２の第二
電極室２ｂに接続され、下流側は排水導入路１９の上流側に接続されている。排水導入路
１９の下流側は排水路１８の上流側に接続されている。また浴槽水バイパス路２０の上流
側は電解導入路１２の配管の途中に、電解導入路１２から分岐するように接続され、下流
側は排水路１８の上流側に接続されている。排水路１８の下流側は浴槽１外に導出されて
いる。
【００１９】
また開閉弁のうち、第１弁３２は塩水槽路１３に、第２弁３３は第二電極室路１５におけ
る塩供給路１７の接続位置よりも上流側に、第３弁３４は排水導入路１９に、第４弁３５
は浴槽水バイパス路２０にそれぞれ設けられ、各流路の流通を、この開閉弁の配設位置に
おいて開閉する。
【００２０】
　ここで 閉弁の設置方法 上記のものに限るものではなく、例えば三方弁を用いるこ
とができる。
【００２１】
この浴槽水の水質改変装置の動作を図２～４を示して説明する。ここでこれらの図面中で
白抜きで示されている開閉弁は開状態の弁を、黒く塗りつぶして示されている開閉弁は閉
状態の弁をそれぞれ示し、また流路中の矢印は各流路における浴槽水３１の流れの向きを
示す。
【００２２】
浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する場合、まず図２に示すように、第１弁３２、第２
弁３３、第３弁３４、第４弁３５が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が作動する。
このとき循環ポンプ５の働きにより浴槽水３１は流入路１１、電解導入路１２、電解槽路
３０、第一電極室路１４、第一電極室導出路２２、流出路１６からなる循環流路を循環し
、またそれに伴って有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに浴槽水３１が供給され、第一電極
室２ａ中の余剰の浴槽水３１は第一電極室導出路２２、流出路１６を経由して浴槽１に返
送される。
【００２３】
次に図３に示すように、第１弁３２、第３弁３４が開状態、第２弁３３、第４弁３５が閉
状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき、図２に示す循環流
路の水流に加えて、電解導入路１２から塩水槽路１３を通って塩水供給槽４に導入され、
塩水供給槽４から塩供給路１７を通って有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂに導入され、第
二電極室２ｂから第二電極室導出路２１、排水導入路１９を経由して排水路１８から浴槽
１外に排出される水流が形成される。このとき塩水供給槽４内の塩化ナトリウムが、塩水
槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し、この塩水が
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、開 は



塩供給路１７を通って第二電極室２ｂに供給され、第二電極室２ｂ内の余剰の塩水は第二
電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１８を経由して浴槽１外に排出される。
【００２４】
次に第１弁３２、第２弁３３、第３弁３４、第４弁３５が閉状態となって、再び図２に示
すような状態となり、この状態で白金－イリジウム混合電極３ａが陰極、白金電極３ｂが
陽極となるように、この電極間に電圧が印可され、有隔膜電解槽２において電気分解によ
り第一電極室２ａにアルカリ性イオン水が、第二電極室２ｂに酸性イオン水が生成する。
このとき有隔膜電解槽２において電気分解される浴槽水３１には、塩化ナトリウムが添加
されているので、浴槽水３１の導電性が向上され、電気分解に必要な電力が低減されてい
るものであり、また、有隔膜電解槽２内の浴槽水３１中の塩化物イオン及びナトリウムイ
オンの濃度が向上されて、電気分解により陰極側で水酸化ナトリウム濃度の高いアルカリ
性イオン水を生成すると共に、陽極側で塩酸濃度の高い酸性イオン水を生成するものであ
る。ここで第一電極室２ａには浴槽水が連続的に供給されると共に、余剰の浴槽水が浴槽
１へ返送されているので、第一電極室２ａにてアルカリ性イオン水となった浴槽水が浴槽
１内に連続的に供給されることとなる。一方、第二電極室２ｂ内には、酸性イオン水が保
持される。第二電極室２ｂに設けられた白金電極３ｂは酸素発生効率が高いため、この酸
性イオン水中では塩素の発生が抑制されている。
【００２５】
次に電気分解の終了後、図４に示すように、第２弁３３、第３弁３４、第４弁３５が開状
態、第１弁３２が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき
、循環流路の水流に加えて、電解槽路３０から第二電極室路１５を通って第二電極室２ｂ
に導入され、更に第二電極室２ｂから第二電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１
８を通って浴槽１外に排出される水流と、電解導入路１２から分岐して浴槽水バイパス路
２０を経由し、排水路１８に合流する水流が形成される。このとき第二電極室２ｂ内の酸
性イオン水は、第二電極室路１５を経由して第二電極室２ｂ内に導入される浴槽水３１に
押し出されて、第二電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１８を経由して浴槽１外
に排出される。このとき、浴槽水バイパス路２０を経由して排水路１８に、アルカリ性に
水質改変された浴槽水３１が供給されているので、酸性イオン水はこの浴槽水３１により
中和されると共に希釈された状態で排出される。この排水中の塩素濃度は低く抑えられて
おり、有害で有臭の塩素ガスの発生が抑制され、また排出される酸性イオン水は、一旦第
二電極室２ｂ内に保持された後、中和及び希釈するために必要なだけの浴槽水３１を混合
して排出することができ、装置からの排水量が抑制され、浴槽水３１の減少が抑制されて
いる。
【００２６】
次に、浴槽水３１のアルカリ性への水質改変を停止する場合は循環ポンプが停止される。
また浴槽水３１を更に強いアルカリ性に水質改変する場合は、上記の動作が繰り返し行わ
れる。
【００２７】
また浴槽水３１を酸性に水質改変する場合、流路の切り替えはアルカリ性に水質改変する
場合と同様であるが、有隔膜電解槽２における電圧の印可の向きが逆になる。すなわち、
まず図２に示すように、第１弁３２、第２弁３３、第３弁３４、第４弁３５が閉状態とな
り、この状態で循環ポンプ５が作動する。このとき循環ポンプ５の働きにより浴槽水３１
は流入路１１、電解導入路１２、電解槽路３０、第一電極室路１４、第一電極室導出路２
２、流出路１６からなる循環流路を循環し、またそれに伴って有隔膜電解槽２の第一電極
室２ａに浴槽水３１が供給され、第一電極室２ａ中の余剰の浴槽水３１は第一電極室導出
路２２、流出路１６を経由して浴槽１に返送される。
【００２８】
次に図３に示すように、第１弁３２、第３弁３４が開状態、第２弁３３、第４弁３５が閉
状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき、図２に示す循環流
路の水流に加えて、電解導入路１２から塩水槽路１３を通って塩水供給槽４に導入され、
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塩水供給槽４から塩供給路１７を通って有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂに導入され、第
二電極室２ｂから第二電極室導出路２１、排水導入路１９を経由して排水路１８から浴槽
１外に排出される水流が形成される。このとき塩水供給槽４内の塩化ナトリウムが、塩水
槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し、この塩水が
塩供給路１７を通って第二電極室２ｂに供給され、第二電極室２ｂ内の余剰の塩水は第二
電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１８を経由して浴槽１外に排出される。
【００２９】
次に第１弁３２、第２弁３３、第３弁３４、第４弁３５が閉状態となって、再び図２に示
すような状態となり、この状態で白金－イリジウム混合電極３ａが陽極、白金電極３ｂが
陰極となるように、この電極間に電圧が印可され、有隔膜電解槽２において電気分解によ
り第一電極室２ａに酸性イオン水が、第二電極室２ｂにアルカリ性イオン水が生成する。
このとき第一電極室２ａには浴槽水が連続的に供給されると共に、余剰の浴槽水３１が浴
槽１へ返送されているので、第一電極室２ａにて酸性イオン水となった浴槽水３１が浴槽
１内に連続的に供給されることとなる。一方、第二電極室２ｂ内には、アルカリ性イオン
水が保持される。ここで第一電極室２ａに設けられた白金－イリジウム混合電極３ａは塩
素発生効率が高いため、この酸性イオン水中では塩素が効率よく発生し、殺菌効果の高い
酸性イオン水が生成される。
【００３０】
次に電気分解の終了後、図４に示すように、第２弁３３、第３弁３４、第４弁３５が開状
態、第１弁３２が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき
、循環流路の水流に加えて、電解槽路３０から第二電極室路１５を通って第二電極室２ｂ
に導入され、更に第二電極室２ｂから第二電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１
８を通って浴槽１外に排出される水流と、電解導入路１２から分岐して浴槽水バイパス路
２０を経由し、排水路１８に合流する水流が形成される。このとき第二電極室２ｂ内のア
ルカリ性イオン水は、第二電極室路１５を経由して第二電極室２ｂ内に導入される浴槽水
３１に押し出されて、第二電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１８を経由して浴
槽１外に排出される。このとき、浴槽水バイパス路２０を経由して排水路１８に、酸性に
水質改変された浴槽水３１が供給されているので、アルカリ性イオン水はこの浴槽水３１
により有る程度中和されると共に希釈された状態で排出される。ここで排出されるアルカ
リ性イオン水は、一旦第二電極室２ｂ内に保持された後、必要な分だけ中和、希釈されて
排出されるものであり、浴槽１からの排水量が抑制され、浴槽水３１の減少が抑制されて
いる。
【００３１】
次に、浴槽水３１の酸性への水質改変を停止する場合は循環ポンプが停止される。また浴
槽水３１を更に強い酸性に水質改変する場合は、上記の動作が繰り返し行われる。
【００３２】
図５に本発明に係る浴槽水の水質改変装置の他例を示す。この浴槽水の水質改変装置には
、図１と同様の循環ポンプ５、有隔膜電解槽２及び塩水供給槽４が配設されているほか、
ヒータ６及び濾過槽７が配設されている。濾過槽７には、濾過槽７内を通る浴槽水３１を
濾過する、中空糸膜からなる濾過膜４６が内装されている。この濾過膜４６は濾過槽７内
を水流の上流側と下流側とに仕切るように配置されている。濾過槽７内の、濾過膜４６の
上流側には、複数の吐水口１０を有するノズル９が設けられている。このノズル９は、モ
ータ８の働きにより濾過膜４６の上流側の外周を回転するように構成され、この回転と同
時に吐水口１０から水流を濾過膜４６の上流側の表面に吐出して濾過膜４６を上流側にお
いて洗浄できるようになっている。また濾過槽７に接続される流路のうち、濾過槽７内に
浴槽水３１等を供給する流路は上記のノズル９に、濾過槽７内の濾過された浴槽水３１等
を導出する流路は、濾過槽７の下流側の上部に設けられた濾過水排出口７ａにおいて、濾
過膜４６の洗浄に使用された後の水を濾過槽７外に導出する流路は、濾過槽７の上流側の
下部に設けられた洗浄水排出口７ｂにおいて、それぞれ接続される。
【００３３】
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また更に浴槽水の水流が通る流路、及びこれらの流路の流通を開閉する、電磁弁等からな
る開閉弁が配設されている。ここでいう浴槽水３１には、浴槽水３１に塩化ナトリウムを
溶解して得られる塩水、並びにこの塩水や浴槽水３１を電気分解して得られる酸性イオン
水やアルカリ性イオン水が含まれる。
【００３４】
浴槽水の流路のうち、流路流入路１１は下流側が浴槽１中の浴槽水３１に配設されて、そ
の下流側の端部が流入口４３として開口しており、上流側が循環ポンプ５に接続されてい
る。電解導入路１２は上流側が循環ポンプ５に接続され、下流側において塩水槽路１３と
電解槽路３０に分岐している。塩水槽路１３の下流側は塩水供給槽４の流入口４ｄに接続
されている。電解槽路３０の下流側は第一電極室路１４と第二電極室路１５に分岐され、
第一電極室路１４の下流側は有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに、第二電極室路１５の下
流側は有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂにそれぞれ接続されている。第一電極室導出路２
２の上流側は有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに接続され、下流側はイオン水路２６の上
流側に接続され、イオン水路２６の下流側は流出路１６の上流側に接続されている。流出
路１６の下流側は浴槽１内の浴槽水３１に接続され、下流側の端部は流出口４４として開
口されている。この流出路１６にはヒータ６が配設されており、ヒータ６が作動している
場合は流出路１６を通る水流はヒータ６にて加熱される。また塩供給路１７は上流側が塩
水供給槽４の流出口４ｅに接続され、下流側は電解槽路３０の流路の途中に、電解槽路３
０と合流するように接続されている。第二電極室導出路２１の上流側は有隔膜電解槽２の
第二電極室２ｂに接続され、下流側は排水導入路１９の上流側に接続されている。排水導
入路１９の下流側は排水路１８の上流側に接続されている。排水路１８の下流側は浴槽１
外に導出されている。洗浄水排出路２３の上流側は濾過槽７の洗浄水排出口７ｂに接続さ
れ、下流側は排水路１８の上流側に、排水導入路１９と共に接続されている。またイオン
水バイパス路２４は第二電極室導出路２１の下流側と第一電極室導出路２２の下流側とを
接続している。
【００３５】
また開閉弁のうち、第１弁３２は塩水槽路１３に、第３弁３４は排水導入路１９に、第４
弁３５は電解槽路３０に、第５弁３６はイオン水バイパス路２４に、第６弁３７は洗浄水
排出路２３にそれぞれ設けられ、各流路の流通を、この開閉弁の配設位置において開閉す
る。
【００３６】
　ここで オン水路２６の下流側は濾過槽７の上流側において濾過流路２７や流入路１
１の途中に合流するように接続してもよく、浴槽１内に直接接続してもよい。
【００３７】
この浴槽水の水質改変装置の動作を図６～１１を示して説明する。ここでこれらの図面中
で白抜きで示されている開閉弁は開状態の弁を、黒く塗りつぶして示されている開閉弁は
閉状態の弁をそれぞれ示し、また流路中の矢印は各流路における浴槽水３１の流れの向き
を示す。
【００３８】
浴槽水３１を濾過槽７にて浄化する場合は、図６に示すように、第１弁３２、第３弁３４
、第４弁３５、第５弁３６、第６弁３７が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が作動
する。このとき循環ポンプ５の働きにより浴槽水３１は流入路１１、濾過流路２７、濾過
水路２５、流出路１６で構成される循環流路を循環する。このとき濾過流路２７から濾過
槽７に供給される浴槽水３１は、ノズル９の吐水口１０から濾過槽７の上流側に供給され
、更に濾過膜４６を通過して濾過槽７の下流側に導入されるものであり、濾過槽７にて入
浴等により浴槽水３１に混入した垢、埃、細菌等を濾過し、浴槽水３１が浄化されて清潔
に保つことができるものである。またこのとき流出路１６を通過する浴槽水３１の温度が
所定の設定温度よりも低い場合は、ヒータ６が作動して浴槽水３１が加熱される。
【００３９】
浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する場合は、まず図７に示すように、第１弁３２、第
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５弁３６が開状態、第３弁３４、第４弁３５、第６弁３７が閉状態となり、この状態で循
環ポンプ５が作動する。このとき循環ポンプ５の働きにより浴槽水３１は流入路１１、電
解導入路１２、塩水槽路１３、塩供給路１７、電解槽路３０、第一電極室路１４、第二電
極室路１５、第一電極室導出路 、イオン水バイパス路２４、
イオン水路２６、流出路１６にて構成される循環流路と、流入路１１、濾過流路２７、濾
過水路２５、流出路１６で構成される循環流路の、二系統の循環流路を循環する。流入路
１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路においては、図６
の場合と同様に、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が行われる。また塩水供給槽４内の
塩化ナトリウムが、塩水槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩
水が生成し、この塩水は塩供給路１７、電解槽路３０を経由し、第一電極室路１４から有
隔膜電解槽２の第一電極室２ａに供給されると共に第二電極室路１５から有隔膜電解槽２
の第二電極室２ｂに供給され、第一電極室２ａ及び第二電極室２ｂ中の余剰の塩水は第一
電極室導出路２２ 、イオン水路２６、流出路１６を経由して浴槽
１に返送される。
【００４０】
次に図８に示すように、第５弁３６が開状態、第１弁３２、第３弁３４、第４弁３５、第
６弁３７が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路
１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路は維持されて、濾
過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続き行われる。この状態で白金－イリジウム混合
電極３ａが陰極、白金電極３ｂが陽極となるように、この電極間に電圧が印可され、有隔
膜電解槽２において電気分解により第一電極室２ａにアルカリ性イオン水が、第二電極室
２ｂに酸性イオン水が生成する。ここで第二電極室２ｂに設けられた白金電極３ｂは酸素
発生効率が高いため、この酸性イオン水中では塩素の発生が抑制されている。このように
生成されたイオン水は有隔膜電解槽２内に保持される。
【００４１】
次に電気分解の終了後に、図９に示すように、第３弁３４、第４弁３５、第６弁３７が開
状態、第１弁３２、第５弁３６が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動
する。この状態でモータ８を作動させてノズル９を回転させる。このとき流入路１１、電
解導入路１２、電解槽路３０を経由して、第一電極室路１４から第一電極室２ａ内に、第
二電極室路１５から第二電極室２ｂ内に浴槽水３１が導入される水流が発生する。第一電
極室２ａ内のアルカリ性イオン水は、浴槽水３１に押し出されて第一電極室導出路２２、
イオン水路２６、流出路１６を経由して流出口４４から浴槽１内に供給されて、浴槽１内
の浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する。また第二電極室２ｂ内の酸性イオン水は、第
二電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１８を経由して浴槽１外に排出される。一
方、濾過流路２７を経由して濾過槽７に導入される浴槽水３１は、回転するノズル９の吐
水口１０から濾過膜４６に向けて吹き付けられ、この水流により濾過膜４６の表面に付着
した汚物がはぎ取られて濾過膜４６が洗浄され、この汚物を含む洗浄後の浴槽水３１は、
水圧抵抗の高い濾過膜４６を透過せずに洗浄水排出口７ｂを水圧抵抗の低い洗浄水排出路
２３を通過し、排水路１８にて酸性イオン水と混合されて、浴槽１外に排出される酸性イ
オン水を希釈する。このとき酸性イオン水中の塩素が濾過槽洗浄後の浴槽水中に含まれる
垢、埃、細菌等の有機物や無機物と反応して分解され、排水からの有害、有臭の塩素ガス
の気化を抑制される。
【００４２】
この場合、浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する動作と浴槽水３１を浄化する動作が同
時に行われるものである。また酸性イオン水は一旦第二電極室２ｂ内に保持された後、必
要な分だけ中和、希釈されて排出されるものであり、酸性イオン水を排出する際の浴槽水
３１の排出量が低減されているものであり、また酸性イオン水の希釈に、本来そのまま排
出される濾過膜４６を洗浄後の浴槽水３１を用いているので、浴槽水３１の排出量が更に
低減されている。
【００４３】
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また浴槽水３１を殺菌する場合は、まず図７に示すように、第１弁３２、第５弁３６が開
状態、第３弁３４、第４弁３５、第６弁３７が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が
作動する。このとき循環ポンプ５の働きにより浴槽水３１は流入路１１、電解導入路１２
、塩水槽路１３、塩供給路１７、電解槽路３０、第一電極室路１４、第二電極室路１５、
第一電極室導出路 、イオン水バイパス路２４、イオン水路２
６、流出路１６にて構成される循環流路と、流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、
流出路１６で構成される循環流路の、二系統の循環流路を循環する。流入路１１、濾過流
路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路においては、図６の場合と同様
に、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が行われる。また塩水供給槽４内の塩化ナトリウ
ムが、塩水槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し、
この塩水は塩供給路１７、電解槽路３０を経由し、第一電極室路１４から有隔膜電解槽２
の第一電極室２ａに供給されると共に第二電極室路１５から有隔膜電解槽２の第二電極室
２ｂに供給され、第一電極室２ａ及び第二電極室２ｂ中の余剰の塩水は第一電極室導出路
２２ 、イオン水路２６、流出路１６を経由して浴槽１に返送され
る。
【００４４】
次に図８に示すように、第５弁３６が開状態、第１弁３２、第３弁３４、第４弁３５、第
６弁３７が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路
１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路は維持されて、濾
過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続き行われる。この状態で白金－イリジウム混合
電極３ａが陽極、白金電極３ｂが陰極となるように、この電極間に電圧が印可され、有隔
膜電解槽２において電気分解により第一電極室２ａに酸性イオン水が、第二電極室２ｂに
アルカリ性イオン水が生成する。ここで第一電極室２ａに設けられた白金－イリジウム混
合電極３ａは塩素発生効率が高いため、この酸性イオン水中では塩素が効率良く発生され
る。このように生成されたイオン水は有隔膜電解槽２内に保持される。
【００４５】
次に電気分解の終了後に、図１０に示すように、第４弁３５、第５弁３６が開状態、第１
弁３２、第３弁３４、第６弁３７が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作
動する。このとき流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循
環流路は維持されて、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続き行われる。またこの
とき流入路１１、電解導入路１２、電解槽路３０を経由して、第一電極室路１４から第一
電極室２ａ内に、第二電極室路１５から第二電極室２ｂ内に浴槽水３１が導入される水流
が発生する。第一電極室２ａ内の酸性イオン水は浴槽水３１に押し出されて第一電極室導
出路２２を経由してイオン水路２６に至り、また第二電極室２ｂ内のアルカリ性イオン水
は、第二電極室導出路２１、イオン水バイパス路２４を経由してやはりイオン水路２６に
至るものであり、イオン水路２６においてアルカリ性イオン水と酸性イオン水とが混合さ
れる。この混合水は中性又は弱アルカリ性のイオン水であり、また酸性イオン水が高濃度
で塩素を含んでいたため、高い塩素濃度を有している。この混合水は、流出路１６におい
て、濾過槽７において浄化された後の浴槽水３１と混合し、流出路１６を通って流出口４
４から浴槽１内に供給され、混合水中の塩素にて浴槽１内の浴槽水３１が殺菌される。こ
の場合、浴槽水３１の浄化と浴槽水３１の殺菌とが同時に行われる。
【００４６】
上記の浴槽水３１をアルカリ性に水質改変しながら濾過膜４６を洗浄する動作と、浴槽水
３１を殺菌する動作は、一回ずつ交互に、あるいはどちらか一方の動作が複数回繰り返し
て行われると共に他方の動作が一回行われるものであり、この場合、浴槽水３１をアルカ
リ性に保ちながら、殺菌された衛生的な状態に保つことができ、しかも濾過膜４６が洗浄
されて濾過膜４６の膜流量が保たれ、高い効率で濾過槽７による浴槽水３１の浄化が行わ
れるものである。
【００４７】
また浴槽水３１を酸性に水質改変する場合、まず図７に示すように、第１弁３２、第５弁
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３６が開状態、第３弁３４、第４弁３５、第６弁３７が閉状態となり、この状態で循環ポ
ンプ５が作動する。このとき循環ポンプ５の働きにより浴槽水３１は流入路１１、電解導
入路１２、電解槽路３０、第一電極室路１４、 第一電極室導出路

、イオン水バイパス路２４、イオン水路２６、流出路１６にて構
成される循環流路と、流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成され
る循環流路の、二系統の循環流路を循環する。流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５
、流出路１６で構成される循環流路においては、図６の場合と同様に、濾過槽７において
浴槽水３１の浄化が行われる。また塩水供給槽４内の塩化ナトリウムが、塩水槽路１３か
ら塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し、この塩水は塩供給路１
７、電解槽路３０を経由し、第一電極室路１４から有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに供
給されると共に第二電極室路１５から有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂに供給され、第一
電極室２ａ及び第二電極室２ｂ中の余剰の塩水は第一電極室導出路２２

、イオン水路２６、流出路１６を経由して浴槽１に返送される。
【００４８】
次に図８に示すように、第５弁３６が開状態、第１弁３２、第３弁３４、第４弁３５、第
６弁３７が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路
１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路は維持されて、濾
過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続き行われる。この状態で白金－イリジウム混合
電極３ａが陽極、白金電極３ｂが陰極となるように、この電極間に電圧が印可され、有隔
膜電解槽２において電気分解により第一電極室２ａに酸性イオン水が、第二電極室２ｂに
アルカリ性イオン水が生成する。ここで第一電極室２ａに設けられた白金－イリジウム混
合電極３ａは塩素発生効率が高いため、この酸性イオン水中では塩素が効率良く発生され
る。このように生成されたイオン水は有隔膜電解槽２内に保持される。
【００４９】
次に電気分解の終了後、図１１に示すように、第１弁３２、第５弁３６が開状態、第３弁
３４、第４弁３５、第６弁３７が閉状態となり、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動
する。このとき流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環
流路は維持されて、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続き行われる。またこのと
き流入路１１、電解導入路１２、電解槽路３０を経由して、第一電極室路１４から第一電
極室２ａ内に、第二電極室路１５から第二電極室２ｂ内に浴槽水３１が導入される水流が
発生する。第一電極室２ａ内の酸性イオン水は、浴槽水３１に押し出されて第一電極室導
出路２２、イオン水路２６、流出路１６を経由して流出口４４から浴槽１内に供給されて
、浴槽１内の浴槽水３１を酸性に水質改変する。また第二電極室２ｂ内のアルカリ性イオ
ン水は、第二電極室導出路２１、排水導入路１９、排水路１８を経由して浴槽１外に排出
される。
【００５０】
またこのとき図９に示すように、第６弁３７を開状態とすると共に、この状態でモータ８
を作動させてノズル９を回転させてもよい。この場合、濾過流路２７を経由して濾過槽７
に導入される浴槽水３１は、回転するノズル９の吐水口１０から濾過膜４６に向けて吹き
付けられ、この水流により濾過膜４６の表面に付着した汚物がはぎ取られ、この汚物を含
む洗浄後の浴槽水３１は、水圧抵抗の高い濾過膜４６を透過せずに洗浄水排出口７ｂを水
圧抵抗の低い洗浄水排出路２３を通過し、排水路１８にてアルカリ性イオン水と混合され
て、浴槽１外に排出されるアルカリ性イオン水を希釈する。
【００５１】
上記の浴槽水の水質改変装置では、電気分解中においては、有隔膜電解槽２に浴槽水３１
が供給されないため、有隔膜電解槽２に供給される浴槽水３１の量を低減して浴槽水３１
中に含まれる不純物やカルシウムによる電極表面や隔膜４５の汚染を抑制することができ
る。
【００５２】
図１２に本発明に係る浴槽水の水質改変装置の更に他例を示す。この浴槽水の水質改変装
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置には、図５と同様の循環ポンプ５、有隔膜電解槽２、塩水供給槽濾過膜４６及び濾過槽
７が配設されている。
【００５３】
また更に浴槽水の水流が通る流路、及びこれらの流路の流通を開閉する、電磁弁等からな
る開閉弁が配設されている。ここでいう浴槽水３１には、浴槽水３１に塩化ナトリウムを
溶解して得られる塩水、並びにこの塩水や浴槽水３１を電気分解して得られる酸性イオン
水やアルカリ性イオン水が含まれる。
【００５４】
浴槽水３１が通る流路のうち、流入路１１は下流側が浴槽１中の浴槽水３１に配設されて
、その下流側の端部が流入口４３として開口しており、上流側が循環ポンプ５に接続され
ている。電解導入路１２は上流側が循環ポンプ５に接続され、下流側において塩水槽路１
３と電解槽路３０に分岐している。塩水槽路１３の下流側は塩水供給槽４の流入口４ｄに
接続されている。電解槽路３０の下流側は第一電極室路１４と第二電極室路１５に分岐さ
れ、第一電極室路１４の下流側は有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに、第二電極室路１５
の下流側は有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂにそれぞれ接続されている。第一電極室導出
路２２の上流側は有隔膜電解槽２の第一電極室２ａに接続され、下流側はイオン水路２６
の上流側に接続され、イオン水路２６の下流側は流出路１６の上流側に接続されている。
流出路１６の下流側は浴槽１内の浴槽水３１に接続され、下流側の端部は流出口４４とし
て開口されている。この流出路１６にはヒータ６が配設されており、ヒータ６が作動して
いる場合は流出路１６を通る水流はヒータ６にて加熱される。また塩供給路１７は上流側
が塩水供給槽４の流出口４ｅに接続され、下流側は第二電極室路１５の流路の途中に、第
二電極室路１５と合流するように接続されている。第二電極室導出路２１の上流側は有隔
膜電解槽２の第二電極室２ｂに接続され、下流側は洗浄イオン路２８の上流側に接続され
ている。洗浄イオン路２８の下流側は濾過流路２７の配管の途中に濾過流路２７と合流す
るように接続されている。洗浄水排出路２３の上流側は濾過槽７の洗浄水排出口７ｂに接
続され、下流側は排水路１８の上流側に接続されている。浴槽水バイパス路２９の上流側
は流入路１１の配管の途中に、流入路１１から分岐するように接続されており、下流側は
排水路１８の上流側に、洗浄水排出路２３と共に接続されている。排水路１８の下流側は
浴槽１外に導出されている。
【００５５】
また開閉弁のうち、第１弁３２は塩水槽路１３に、第２弁３３は第二電極室路１５の塩供
給路１７との接続位置よりも上流側に、第５弁３６はイオン水バイパス路２４に、第７弁
３８は第一電極室路１４に、第８弁３９は洗浄イオン路２８に、第９弁４０は濾過流路２
７の洗浄イオン路２８との接続位置よりも上流側に、第１０弁４１は浴槽水バイパス路２
９に、第１１弁４２は排水路１８にそれぞれ設けられ、各流路の流通を、この開閉弁の配
設位置において開閉する。
【００５６】
ここでイオン水路２６の下流側は、浴槽１内に直接接続してもよい。
【００５７】
この浴槽水の水質改変装置の動作を図１３～２１を示して説明する。ここでこれらの図面
中で白抜きで示されている開閉弁は開状態の弁を、黒く塗りつぶして示されている開閉弁
は閉状態の弁をそれぞれ示し、また流路中の矢印は各流路における浴槽水３１の流れの向
きを示す。
【００５８】
浴槽水３１を濾過槽７にて浄化する場合は、図１３に示すように、第９弁４０が開状態、
第１弁３２、第２弁３３、第５弁３６、第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１、第１１
弁４２が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が作動する。このとき循環ポンプ５の働
きにより浴槽水３１は流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成され
る循環流路を循環する。このとき濾過流路２７から濾過槽７に供給される浴槽水３１は、
ノズル９の吐水口１０から濾過槽７の上流側に供給され、更に濾過膜４６を通過して濾過
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槽７の下流側に導入されるものであり、濾過槽７にて入浴等により浴槽水３１に混入した
垢、埃、細菌等を濾過し、浴槽水３１が浄化されて清潔に保つことができるものである。
またこのとき流出路１６を通過する浴槽水３１の温度が所定の設定温度よりも低い場合は
、ヒータ６が作動して浴槽水３１が加熱される。
【００５９】
浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する場合は、まず図１４に示すように、第１弁３２、
第５弁３６、第９弁４０が開状態、第２弁３３、第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１
、第１１弁４２が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が作動する。このとき循環ポン
プ５の働きにより浴槽水３１は流入路１１、電解導入路１２、塩水槽路１３、塩供給路１
７、第二電極室路１５、第二電極室導出路２１、イオン水バイパス路２４、イオン水路２
６、流出路１６にて構成される循環流路と、流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、
流出路１６で構成される循環流路の、二系統の循環流路を循環する。流入路１１、濾過流
路２７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路においては、図１３の場合と同
様に、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が行われる。また塩水供給槽４内の塩化ナトリ
ウムが、塩水槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し
、この塩水は塩供給路１７ 二電極室路１５から有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂに供
給され 二電極室２ｂ中の余剰の塩水は第一電極室導出路２２、イオン水路２６、流出
路１６を経由して浴槽１に返送される。
【００６０】
次に図１５に示すように ５弁３６、第９弁４０が開状態、 第２弁３３、
第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１、第１１弁４２が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出
路１６で構成される循環流路は維持されて、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続
き行われる。この状態で白金－イリジウム混合電極３ａが陰極、白金電極３ｂが陽極とな
るように、この電極間に電圧が印可され、有隔膜電解槽２において電気分解により第一電
極室２ａにアルカリ性イオン水が、第二電極室２ｂに酸性イオン水が生成する。このよう
に生成されたイオン水は有隔膜電解槽２内に保持される。
【００６１】
次に電気分解の終了後、図１６に示すように、第７弁３８、第９弁４０、第１１弁４２が
開状態、第１弁３２、第２弁３３、第５弁３６、第８弁３９、第１０弁４１が閉状態とな
り、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、電解導入路１２
、電解槽路３０を経由して、第一電極室路１４から第一電極室２ａ内に浴槽水３１が導入
される水流が発生する。第一電極室２ａ内のアルカリ性イオン水は、浴槽水３１に押し出
されて第一電極室導出路２２、イオン水路２６、流出路１６を経由して流出口４４から浴
槽１内に供給されて、浴槽１内の浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する。一方、濾過流
路２７を経由して濾過槽７に導入される浴槽水３１は、水圧抵抗の高い濾過膜４６を透過
せずに洗浄水排出口７ｂを通じて水圧抵抗の低い洗浄水排出路２３を通過し、排水路１８
を通って浴槽１外に排出される。
【００６２】
次に図１７に示すように、第７弁３８、第８弁３９、第１１弁４２が開状態、第１弁３２
、第２弁３３、第５弁３６、第９弁４０、第１０弁４１が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、電解導入路１２、電解槽路３０を経
由して、第一電極室路１４から第一電極室２ａ内に、第二電極室路１５から第二電極室２
ｂ内に浴槽水３１が導入される水流が発生する。第一電極室２ａ内のアルカリ性イオン水
は、図１６の場合と同様に、引き続き浴槽水３１に押し出されて第一電極室導出路２２、
イオン水路２６、流出路１６を経由して流出口４４から浴槽１内に供給されて、浴槽１内
の浴槽水３１をアルカリ性に水質改変する。また第二電極室２ｂ内の酸性イオン水は、第
二電極室導出路２１、洗浄イオン路２８、濾過流路２７を経由して濾過槽７に導入される
。酸性イオン水は濾過槽７に貯められ、濾過槽７内の余剰の酸性イオン水は、水圧抵抗の
低い洗浄水排出路２３を通過し、排水路１８を通って浴槽１外に排出される。ここで、図
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１６に示す動作を行わずに、図１５に示す動作から直接図１７に示す動作に移行すること
により、有隔膜電解槽２からのアルカリ性イオン水と酸性イオン水の排出を同時に開始し
ても良い。
【００６３】
次に図１８に示すように、第９弁４０、第１０弁４１が開状態、第１弁３２、第２弁３３
、第５弁３６、第７弁３８、第８弁３９、第１１弁４２が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。この状態でモータ８を作動させてノズル９を回転させる。
このとき浴槽水バイパス路２９、濾過流路２７、洗浄水排出路２３からなる閉じた循環流
路が形成され、濾過槽７に貯められていた酸性イオン水がこの閉じた循環流路を循環する
。この閉じた循環流路を循環する酸性イオン水は、濾過流路２７を経由して濾過槽７に導
入され、回転するノズル９の吐水口１０から濾過膜４６に向けて吹き付けられ、この水流
により濾過膜４６の表面に付着した汚物がはぎ取られる。この汚物を含む洗浄後の浴槽水
３１は、水圧抵抗の高い濾過膜４６を透過せずに洗浄水排出口７ｂを水圧抵抗の低い洗浄
水排出路２３を通過し、浴槽水バイパス路２９を経由して再び濾過流路２７から濾過槽７
に導入される。またこのとき酸性イオン水中の塩素にて濾過膜４６に付着した有機物を分
解除去すると共に、濾過膜４６を酸性下におくことで濾過膜４６に付着している金属塩が
溶解する。
【００６４】
次に図１９に示すように、第９弁４０、第１１弁４２が開状態、第１弁３２、第２弁３３
、第５弁３６、第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。このとき、流入路１１、濾過流路２７、洗浄水排出路２３
、排水路１８からなる流路が形成され、流出口４４から導入される浴槽水３１が、閉じた
循環流路を循環していた、汚物を含む酸性イオン水を押し出して、排水路１８を経由して
浴槽１外に排出し、更にこの流路をすすいで洗浄する。その後、図１３に示す通常の循環
状態に復帰する。
【００６５】
また浴槽水３１を殺菌する場合は、まず図１４に示すように、第１弁３２、第５弁３６、
第９弁４０が開状態、第２弁３３、第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１、第１１弁４
２が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が作動する。このとき循環ポンプ５の働きに
より浴槽水３１は流入路１１、電解導入路１２、塩水槽路１３、塩供給路１７、第二電極
室路１５、第二電極室導出路２１、イオン水バイパス路２４、イオン水路２６、流出路１
６にて構成される循環流路と、流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出路１６で
構成される循環流路の、二系統の循環流路を循環する。流入路１１、濾過流路２７、濾過
水路２５、流出路１６で構成される循環流路においては、図１３の場合と同様に、濾過槽
７において浴槽水３１の浄化が行われる。また塩水供給槽４内の塩化ナトリウムが、塩水
槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し、この塩水は
塩供給路１７ 二電極室路１５から有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂに供給され 二
電極室２ｂ中の余剰の塩水は第一電極室導出路２２、イオン水路２６、流出路１６を経由
して浴槽１に返送される。
【００６６】
次に図１５に示すように、第１弁３２、第５弁３６、第９弁４０が開状態、第２弁３３、
第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１、第１１弁４２が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出
路１６で構成される循環流路は維持されて、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続
き行われる。この状態で白金－イリジウム混合電極３ａが陽極、白金電極３ｂが陰極とな
るように、この電極間に電圧が印可され、有隔膜電解槽２において電気分解により第一電
極室２ａに酸性イオン水が、第二電極室２ｂにアルカリ性イオン水が生成する。ここで第
一電極室２ａに設けられた白金－イリジウム混合電極３ａは塩素の発生効率が高いため、
この酸性イオン水中では塩素が効率よく発生される。このように生成されたイオン水は有
隔膜電解槽２内に保持される。
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【００６７】
次に電気分解の終了後、図２０に示すように、第２弁３３、第７弁３８、第１弁３２
９弁４０が開状態、 第８弁３９、第１０弁４１、第１１弁４２が閉状態とな
り、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、濾過流路２７、
濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路は維持されて、濾過槽７において浴槽水
３１の浄化が引き続き行われる。またこのとき流入路１１、電解導入路１２、電解槽路３
０を経由して、第一電極室路１４から第一電極室２ａ内に、第二電極室路１５から第二電
極室２ｂ内に浴槽水３１が導入される水流が発生する。第一電極室２ａ内の酸性イオン水
は浴槽水３１に押し出されて第一電極室導出路２２を経由してイオン水路２６に至り、ま
た第二電極室２ｂ内のアルカリ性イオン水は、第二電極室導出路２１、イオン水バイパス
路２４を経由してやはりイオン水路２６に至るものであり、イオン水路２６においてアル
カリ性イオン水と酸性イオン水とが混合される。この混合水は中性又は弱アルカリ性のイ
オン水であり、また酸性イオン水が高濃度で塩素を含んでいたため、高い塩素濃度を有し
ている。この混合水は、流出路１６において、濾過槽７において浄化された後の浴槽水３
１と混合し、流出路１６を通って流出口４４から浴槽１内に供給され、混合水中の塩素に
て浴槽１内の浴槽水３１が殺菌される。この場合、浴槽水３１の浄化と浴槽水３１の殺菌
とが同時に行われる。
【００６８】
上記の浴槽水３１をアルカリ性に水質改変しながら濾過膜４６を洗浄する動作と、浴槽水
３１を殺菌する動作は、一回ずつ交互に、あるいはどちらか一方の動作が複数回繰り返し
て行われると共に他方の動作が一回行われるものであり、この場合、浴槽水３１をアルカ
リ性に保ちながら、殺菌された衛生的な状態に保つことができ、しかも濾過膜４６が洗浄
されて濾過膜４６の膜流量が保たれ、高い効率で濾過槽７による浴槽水３１の浄化が行わ
れるものである。
【００６９】
また浴槽水３１を酸性に水質改変する場合、まず図１４に示すように、第１弁３２、第５
弁３６、第９弁４０が開状態、第２弁３３、第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１、第
１１弁４２が閉状態となり、この状態で循環ポンプ５が作動する。このとき循環ポンプ５
の働きにより浴槽水３１は流入路１１、電解導入路１２、塩水槽路１３、塩供給路１７、
第二電極室路１５、第二電極室導出路２１、イオン水バイパス路２４、イオン水路２６、
流出路１６にて構成される循環流路と、流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出
路１６で構成される循環流路の、二系統の循環流路を循環する。流入路１１、濾過流路２
７、濾過水路２５、流出路１６で構成される循環流路においては、図１３の場合と同様に
、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が行われる。また塩水供給槽４内の塩化ナトリウム
が、塩水槽路１３から塩水供給槽４に供給された浴槽水３１に溶解して塩水が生成し、こ
の塩水は塩供給路１７ 二電極室路１５から有隔膜電解槽２の第二電極室２ｂに供給さ
れ 二電極室２ｂ中の余剰の塩水は第一電極室導出路２２、イオン水路２６、流出路１
６を経由して浴槽１に返送される。
【００７０】
次に図１５に示すように、第１弁３２、第５弁３６、第９弁４０が開状態、第２弁３３、
第７弁３８、第８弁３９、第１０弁４１、第１１弁４２が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、濾過流路２７、濾過水路２５、流出
路１６で構成される循環流路は維持されて、濾過槽７において浴槽水３１の浄化が引き続
き行われる。この状態で白金－イリジウム混合電極３ａが陽極、白金電極３ｂが陰極とな
るように、この電極間に電圧が印可され、有隔膜電解槽２において電気分解により第一電
極室２ａに 性イオン水が、第二電極室２ｂに 性イオン水が生成する。ここで第
一電極室２ａに設けられた白金－イリジウム混合電極３ａは塩素の発生効率が高いため、
この酸性イオン水中では塩素が効率よく発生される。このように生成されたイオン水は有
隔膜電解槽２内に保持される。
【００７１】
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次に電気分解の終了後、図１６に示すように、第７弁３８、第９弁４０、第１１弁４２が
開状態、第１弁３２、第２弁３３、第５弁３６、第８弁３９、第１０弁４１が閉状態とな
り、この状態で引き続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、電解導入路１２
、電解槽路３０を経由して、第一電極室路１４から第一電極室２ａ内に浴槽水３１が導入
される水流が発生する。第一電極室２ａ内の酸性イオン水は、浴槽水３１に押し出されて
第一電極室導出路２２、イオン水路２６、流出路１６を経由して流出口４４から浴槽１内
に供給されて、浴槽１内の浴槽水３１を酸性に水質改変する。一方、濾過流路２７を経由
して濾過槽７に導入される浴槽水３１は、水圧抵抗の高い濾過膜４６を透過せずに洗浄水
排出口７ｂを水圧抵抗の低い洗浄水排出路２３を通過し、排水路１８を通って浴槽１外に
排出される。
【００７２】
次に図１７に示すように、 第７弁３８、第８弁３９、第１１弁４２が開状態
、第１弁３２ ５弁３６、第９弁４０、第１０弁４１が閉状態となり、この状態で引き
続き循環ポンプ５が作動する。このとき流入路１１、電解導入路１２、電解槽路３０を経
由して、第一電極室路１４から第一電極室２ａ内に、第二電極室路１５から第二電極室２
ｂ内に浴槽水３１が導入される水流が発生する。第一電極室２ａ内の酸性イオン水は、図
１６の場合と同様に、引き続き浴槽水３１に押し出されて第一電極室導出路２２、イオン
水路２６、流出路１６を経由して流出口４４から浴槽１内に供給されて、浴槽１内の浴槽
水３１を酸性に水質改変する。また第二電極室２ｂ内のアルカリ性イオン水は、第二電極
室導出路２１、洗浄イオン路２８、濾過流路２７を経由して濾過槽７に導入される。濾過
槽７内のアルカリ性イオン水は水圧抵抗の低い洗浄水排出路２３を通過し、排水路１８を
通って浴槽１外に排出される。ここで、図１６に示す動作を行わずに、図１５に示す動作
から直接図１７に示す動作に移行することにより、有隔膜電解槽２からのアルカリ性イオ
ン水と酸性イオン水の排出を同時に開始しても良い。
【００７３】
上記の浴槽水の水質改変装置では、電気分解中においては、有隔膜電解槽２に浴槽水３１
が供給されないため、有隔膜電解槽２に供給される浴槽水３１の量を低減して浴槽水３１
中に含まれる不純物やカルシウムによる電極表面や隔膜４５の汚染を抑制することができ
る。
【００７４】
【発明の効果】
　本発明の請求項１に係る浴槽水の水質改変装置は、有隔膜電解槽と、有隔膜電解槽内の
隔膜にて隔てられた 内に塩化ナトリウムを供
給する塩水供給槽と、電気分解に供される浴槽水を浴槽から有隔膜電解槽に供給し、有隔
膜電解槽にて電気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイ
オン水を 浴槽に供給すると共に他方のイオン水を 浴槽外に
排出する浴槽水の流路と、この浴槽水の流路に水流を発生させる循環ポンプとを具備し

ものであり、有隔膜電
解槽内の浴槽水に塩化ナトリウムを添加して導電性を向上し、電気分解に必要な電力を低
減することができ、また有隔膜電解槽内の浴槽水中の塩化物イオン及びナトリウムイオン
の濃度が向上されて、電気分解により陰極側で水酸化ナトリウム濃度の高いアルカリ性イ
オン水を生成すると共に、陽極側で塩酸濃度の高い酸性イオン水を生成することができ、
このようなイオン水を浴槽水のｐＨの改変に利用することができるものである。
【００７５】
　また本発明の請求項２に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１の構成に加えて、

有隔膜電解槽における電気分解の進行中に、有隔膜電解槽にて電
気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうち一方のイオン水を

連続的に浴槽に供給し、有隔膜電解槽における電気分解の終了後に他方のイオン
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第２弁３３、
、第

第一電極室と第二電極室のうちの第二電極室

第一電極室から 第二電極室から
、

循環ポンプは電解導入路、電解槽路を経由し、第一電極室路及び第二電極室路に分岐して
第一電極室と第二電極室にそれぞれ接続され、塩水供給槽は電解導入路から分岐した塩水
槽路に接続され更に塩供給路を経て第二電極室路に接続されている

開閉
弁を開閉することにより

第一電
極室から



水を 浴槽外に排出する浴槽水の流路を具備し

ものであり、イオン水を浴槽外に排出する際の排水量を低減して、浴槽内
の浴槽水の急激な減少を抑制することができるものである。
【００７６】
　また本発明の請求項３に係る浴槽水の水質改変装置は、有隔膜電解槽と、有隔膜電解槽
内の隔膜にて隔てられた 両方の電 室内に塩化ナトリウムを供
給する塩水供給槽と、 電気分解に供される浴槽水を浴槽から
有隔膜電解槽に供給し、有隔膜電解槽における電気分解終了後に、有隔膜電解槽にて電気
分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性イオン水のうちの一方のイオン水を

浴槽に供給すると共に他方のイオン水を 浴槽外に排出する浴槽水
の流路と、この浴槽水の流路に水流を発生させる循環ポンプとを具備し

ものであり、有隔膜電解槽内の浴槽水に塩化ナトリウムを添加
して導電性を向上し、電気分解に必要な電力を低減することができ、また有隔膜電解槽内
の浴槽水中の塩化物イオン及びナトリウムイオンの濃度が向上されて、電気分解により陰
極側で水酸化ナトリウム濃度の高いアルカリ性イオン水を生成すると共に、陽極側で塩酸
濃度の高い酸性イオン水を生成することができ、このようなイオン水を浴槽水のｐＨの改
変に利用することができるものであり、またイオン水を浴槽外に排出する際の排水量を低
減して、浴槽内の浴槽水の急激な減少を抑制することができるものであり、また有隔膜電
解槽に供給される浴槽水の量を低減して浴槽水中に含まれる不純物やカルシウムによる電
極表面や隔膜の汚染を抑制することができるものである。
【００７７】
　また本発明の請求項４に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至３のいずれかの構
成に加えて、 有隔膜電解槽にて電気分解により生成するアル
カリ性イオン水と酸性イオン水のうちのアルカリ性イオン水を浴槽に供給すると共に酸性
イオン水を浴槽外に排出する動作と、電気分解により生成するアルカリ性イオン水と酸性
イオン水の両方を浴槽に供給する動作とを一回ずつ交互に行うか、あるいは一方の動作を
複数回行うのに対して他方の動作を一回行うものであ

も
のであり、浴槽にアルカリ性イオン水を供給することにより浴槽中の浴槽水をアルカリ性
に水質改変すると共に、アルカリ性イオン水と酸性イオン水が混合された中性又は弱アル
カリ性で塩素濃度の高い混合水を浴槽に供給することにより浴槽中の浴槽水をアルカリ性
に保ったまま塩素にて浴槽水を殺菌することができるものである。
【００７８】
　また本発明の請求項５に係る浴槽水の水質改変装置、請求項１乃至４のいずれかの構成
に加えて、表面が白金－イリジウム混合物にて形成された白金－イリジウム混合物電極を
有する第一電 室及び表面が白金にて形成された白金電極を有する第二電 室が設けられ
た有隔膜電解槽と、 白金－イリジウム混合物電極を陰極、白
金電極を陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽にて生成されるアルカリ性イオ
ン水を浴槽に供給すると共に酸性イオン水を浴槽外に排出し、白金電極を陰極、白金－イ
リジウム混合物電極を陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽にて生成されるア
ルカリ性イオン水と酸性イオン水の両方を浴槽に供給する浴槽水の流路を具備し
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第二電極室から 、前記開閉弁として、塩水槽
路の流通を開閉する開閉弁と、第二電極室路における塩供給路の接続位置よりも上流側の
流通を開閉する開閉弁と、イオン水を第二電極室から浴槽外に排出する流路を開閉する開
閉弁とを備える

第一電極室と第二電極室の 極
開閉弁を開閉することにより

第一電
極室から 第二電極室から

、循環ポンプは電
解導入路、電解槽路を経由し、第一電極室路及び第二電極室路に分岐して第一電極室と第
二電極室にそれぞれ接続され、塩水供給槽は電解導入路から分岐した塩水槽路に接続され
更に塩供給路を経て電解槽路に接続されるものであり、且つ前記開閉弁として塩水槽路の
流通を開閉する開閉弁と、塩供給路との接続位置よりも上流側における電解槽路の流通を
開閉する開閉弁とを備える

開閉弁を開閉することにより

り、イオン水を第一電極室から浴槽
に供給する流路とイオン水を第二電極室から浴槽外に排出する流路とがイオン水バイパス
路にて接続されており、且つ前記開閉弁として、イオン水を第二電極室から浴槽外に排出
する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路の流通を開閉する開閉弁とを備える

極 極
開閉弁を開閉することにより

、イオン
水を第一電極室から浴槽に供給する流路とイオン水を第二電極室から浴槽外に排出する流



ものであり、アルカリ性イオン水を浴槽に供給する場合は酸性イオ
ン水を酸素発生効率の高い白金電極が配設された電極室で生成し、排出される酸性イオン
水中の塩素濃度を低減して排水から有害で有臭の塩素ガスが気化し、雰囲気中に放出され
ることを防止することができるものであり、またアルカリ性イオン水と酸性イオン水が混
合された中性又は弱アルカリ性の混合水を浴槽に供給する場合は、酸性イオン水を塩素の
発生効率が高い白金－イリジウム混合物電極が配設された電極室にて生成し、混合水中の
塩素濃度を向上して殺菌性能を向上することができるものであり、浴槽中の浴槽水をアル
カリ性に保ったまま高濃度の塩素にて浴槽水を殺菌することができるものである。
【００７９】
　また本発明の請求項６に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至５のいずれかの構
成に加えて、表面が白金－イリジウム混合物にて形成された白金－イリジウム混合物電極
を有する第一電 室及び表面が白金にて形成された白金電極を有する第二電 室が設けら
れた有隔膜電解槽と、 白金－イリジウム混合物電極を陰極、
白金電極を陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽にて生成されるアルカリ性イ
オン水を浴槽に供給すると共に酸性イオン水を浴槽外に排出し、白金電極を陰極、白金－
イリジウム混合物電極を陽極として電気分解を行ったときに有隔膜電解槽にて生成される
アルカリ性イオン水を浴槽外に排出すると共に酸性イオン水を浴槽に供給する浴槽水の流
路を具備し

ものであり、アルカリ性イオン水を浴槽に供給する場
合は酸性イオン水を酸素発生効率の高い白金電極が配設された電極室で生成し、排出され
る酸性イオン水中の塩素濃度を低減して排水から有害で有臭の塩素ガスが気化し、雰囲気
中に放出されることを防止することができるものであり、また酸性イオン水を浴槽に供給
する場合は、酸性イオン水を塩素の発生効率が高い白金－イリジウム混合物電極が配設さ
れた電極室にて生成し、酸性イオン水中の塩素濃度を向上して殺菌性能を向上することが
できるものであり、酸性イオン水にて浴槽中の浴槽水を酸性にすると共に高濃度の塩素に
て浴槽水を殺菌することができるものである。
【００８０】
　また本発明の請求項７に係る水質改変装置は、請求項１乃至６のいずれかの構成に加え
て、

有隔膜電解槽にて生成されるアルカリ性イオン水と酸
性イオン水のうち一方のイオン水を 浴槽に供給すると共に

他方のイオン水を浴槽水にて希釈した後に浴槽外に排出する浴槽水の流路を具
備するものであり、排出されるイオン水を浴槽水にて希釈して中性に近づけた後に排出す
ることができ、特に酸性イオン水を排出する場合は浴槽水にて希釈して中性に近づけるこ
とにより排水からの有害、有臭の塩素ガスの気化を抑制することができるものである
　また本発明の請求項８に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至７のいずれかの構
成に加えて、浴槽水を浄化する濾過槽と、

濾過槽に濾過槽の洗浄用水として浴槽水を
供給し、有隔膜電解槽にて生成されるアルカリ性イオン水と酸性イオン水の

うち一方のイオン水を 浴槽に供給すると共に 他
方のイオン水を 濾過槽の洗浄後の浴槽水にて希釈した後に浴
槽外に排出する浴槽水の流路を具備するものであり、濾過槽にて入浴等により浴槽水に混
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路とがイオン水バイパス路にて接続されており、且つ前記開閉弁として、イオン水を第二
電極室から浴槽外に排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路の流通を開閉
する開閉弁とを備える

極 極
開閉弁を開閉することにより

、イオン水を第一電極室から浴槽に供給する流路とイオン水を第二電極室から
浴槽外に排出する流路とがイオン水バイパス路にて接続され、且つ前記開閉弁として、イ
オン水を第二電極室から浴槽外に排出する流路を開閉する開閉弁と、イオン水バイパス路
の流通を開閉する開閉弁とを備える

電解導入路の途中から分岐する浴槽水バイパス路がイオン水を第二電極室から浴槽外
に排出する流路に接続され、且つ開閉弁として浴槽水バイパス路の流通を開閉するものを
備え、前記開閉弁が開状態の場合に

第一電極室から 第二電極室にて
生成される

。

濾過槽の上流側が電解導入路の途中から分岐す
る濾過流路にて接続され、濾過槽の下流側が濾過水路にてイオン水を第一電極室から浴槽
に供給する流路に接続され、濾過槽の洗浄水排出口が洗浄水排出路にてイオン水を第二電
極室から浴槽外に排出する流路に接続され、且つ開閉弁として洗浄水排出路の流通を開閉
するものを備え、前記開閉弁が開状態の場合に
濾過流路から

第一電極室から 第二電極室にて生成される
洗浄水排出口から排出される



入した垢、埃、細菌等を濾過して、浴槽水を清潔に保つことができるものであり、またこ
の濾過槽を浴槽水にて洗浄することができるものであり、また濾過槽の洗浄に使用された
浴槽水にて、排出するイオン水を希釈して中性に近づけた後に排出することができ、イオ
ン水と濾過槽洗浄後の浴槽水を別々に排出する場合よりも排水量を低減して浴槽中の浴槽
水の急激な減少を抑制することができ、また特に酸性イオン水を排出する場合は、この酸
性イオン水中の塩素が濾過槽洗浄後の浴槽水中に含まれる垢、埃、細菌等の有機物や無機
物と反応して分解され、排水からの有害、有臭の塩素ガスの気化を抑制することができる
ものである。
【００８１】
　また本発明の請求項９に係る浴槽水の水質改変装置は、請求項１乃至８のいずれかの構
成に加えて、浴槽水を浄化する濾過槽を具備し

ものであり、濾過槽にて入浴等により浴槽水に混
入した垢、埃、細菌等を濾過して、浴槽水を清潔に保つことができるものである。
【００８２】
　また本発明の請求項１０に係る水質改変装置は、請求項９の構成に加えて、濾過膜とし
て中空糸膜を備える濾過槽

濾過槽に濾過槽の洗浄用水として有隔膜電解槽 にて生成された酸性イオ
ン水を供給する浴槽水の流 具備するものであり、酸性イオン水中の塩素にて中空糸膜
に付着した有機物を分解除去すると共に、中空糸膜を酸性下におくことで中空糸膜に付着
している金属塩を溶解して排出することができ、濾過槽の洗浄性を向上することができる
ものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の一例を示す概略図である。
【図２】同上の動作を示す概略図である。
【図３】同上の他の動作を示す概略図である。
【図４】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図５】本発明の実施の形態の他例を示す概略図である。
【図６】同上の動作を示す概略図である。
【図７】同上の他の動作を示す概略図である。
【図８】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図９】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１０】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１１】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１２】本発明の実施の形態の更に他例を示す概略図である。
【図１３】同上の動作を示す概略図である。
【図１４】同上の他の動作を示す概略図である。
【図１５】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１６】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１７】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１８】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図１９】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図２０】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【図２１】同上の更に他の動作を示す概略図である。
【符号の説明】
１　浴槽
２　有隔膜電解槽
３ａ　白金－イリジウム混合物電極
３ｂ　白金電極
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、濾過槽の上流側が電解導入路の途中から
分岐する濾過流路にて接続され、濾過槽の下流側が濾過水路にてイオン水を第一電極室か
ら浴槽に供給する流路に接続されている

を具備すると共に、イオン水を第二電極室から浴槽外に排出す
る浴槽水の流路が、濾過流路に接続された後に濾過槽の洗浄水排出口から浴槽外に導出さ
れ、 の第二電極室

路を



４　塩水供給槽
５　循環ポンプ
７　濾過槽
３１　浴槽水
４５　隔膜
４６　濾過膜

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(25) JP 3714031 B2 2005.11.9



【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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